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取
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取
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2
0
1
1
年
東
日
本
大
震
災
後
、
地
震
災
害
だ
け
で
な
く
他
の
自

然
災
害
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
年
初
め
の
大
雪
被
害
、

6
月
の
大
阪
北
部
地
震
、
7
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
、
災
害
級
と
言

わ
れ
た
猛
暑
、
8
月
と
9
月
の
巨
大
台
風
、
9
月
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
と
災
害
が
多
発
し
た
年
で
し
た
。
今
後
、
首
都
直
下
型
地
震

や
東
南
海
地
震
な
ど
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
建
設
労
働

組
合
と
し
て
地
域
の
住
民
・
町
会
・
自
治
会
・
学
校
・
消
防
署
そ
し

て
自
治
体
と
連
携
し
た
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
東

京
土
建
の
災
害
対
策
活
動
を
報
告
し
、2
0
1
9
年
度
の
職
域
防
衛
、

災
害
対
策
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

髙野さんと愛猫・ソフィー
ちゃんを抱っこする奥さん

災
害
が
起
き
た
時
、
最
も
基
本

と
な
る
の
が
、
一
人
一
人
が
自
分

の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
は
災
害
が
発
生
し
た
時
の

た
め
に
、
何
か
備
え
を
し
て
い
ま

す
か
。
今
回
は
青
梅
市
で
瓦
屋
を

営
む
髙
野
初
雄
さ
ん
（
西
多
摩
）

の
お
宅
に
伺
い
、
防
災
対
策
に
つ

い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

髙
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
ま
ず
自

治
体
な
ど
が
作
っ
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
災
害
被
害
等
の
予
測

地
図
）
で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
の
か
を
調
べ
た
そ
う
で

す
。
髙
野
家
の
場
合
は
、
ま
ず
水

害
の
危
険
は
少
な
く
、
考
え
ら
れ

る
の
は
地
震
と
か
、
雪
に
よ
る
閉

じ
込
め
な
ん
だ
と
か
。

食
糧
等
の

備
蓄
を
見
せ

て
い
た
だ
く

と
、
飲
料
に

関
し
て
は
ジ

ャ
グ
と
水
筒
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

で
数
週
間
は
過
ご
せ
る
程
度
の
用

意
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他

は
お
菓
子
や
携
帯
栄
養
食
と
米
、

愛
猫
の
ソ
フ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
用
に
猫

缶（
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
）な
ど
が
、

や
は
り
数
週
間
分
蓄
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

奥
さ
ん
の
華
苗
さ
ん
は
、
「
人

に
は
ど
ん
な
に
大
き
な
災
害
で
も

3
日
で
食
料
が
届
く
ら
し
い
」
と

言
い
ま
す
。
ま
た
お
二
人
に
は
山

登
り
の
趣
味
が
あ
り
、
バ
ー
ナ
ー

や
ク
ッ
カ
ー
な
ど
の
山
ご
は
ん
を

楽
し
む
た
め
の
グ
ッ
ズ
が
あ
る
の

で
、
2
、
3
日
な
ら
対
応
で
き
る

の
だ
と
か
。
東
日
本
大
震
災
直
後

の
計
画
停
電
の
時
も
、
山
道
具
が

役
に
立
ち
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
で

も
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
テ
ン

ト
泊
気
分
を
味
わ
っ

た
そ
う
で
す
。

耐
震
へ
の
備
え
を

尋
ね
る
と
、
テ
レ
ビ

や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど

に
は
免
震
シ
ー
ト
、
あ
と
は
キ
ャ

ッ
ト
タ
ワ
ー
に
突
っ
張
り
棒
が
し

て
あ
る
く
ら
い
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
猫

優
先
の
ご
夫
婦
で
し
た
。

チームナマズ全体会議（昨年11月27日）で
行なわれた倒壊家屋からの救助訓練

【
本
部
・
松
広
高
幸
記
】
1
9

9
5
年
1
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
で
の
復
旧
や
救
出
活
動

に
、
地
域
建
設
従
事
者
が
果
た
し

た
役
割
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
東
京
土
建
が
本
格
的
に
防
災

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
契

機
と
な
っ
た
大
災
害
で
し
た
。

2
0
1
1
年
に
開
催
さ
れ
た
第

64
回
大
会
に
て
、
地
域
建
設
従
事

者
の
技
術
技
能
を
発
揮
で
き
る
社

会
貢
献
活
動
を
進
め
る
主
体
と
な

る
「
ま
ち
の
救
助
隊
・
チ
ー
ム
ナ

マ
ズ
」の
活
動
を
提
起
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
は
自
治
体
と
の
連
携

が
欠
か
せ
な
い
社
会
の
要
請
に
応

え
る
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
建
設
労
働
組
合
と
し
て
の
職
域

防
衛
の
視
点
か
ら
も
全
都
の
基
礎

自
治
体
と
の
「
災
害
時
協
定
」
の

締
結
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
救
助
隊

全
都
２９
支
部
に

ま
ち
の
救
助
隊
は
2
0
1
9
年

1
月
、
荒
川
支
部
が
結
成
を
予
定

し
、全
都
29
支
部
に
広
が
り
ま
す
。

災
害
時
協
定
は
、
東
京
都
内
62
自

治
体
の
過
半
数
を
超
え
る
35
自
治

体
と
締
結
さ
れ
て
お
り
、
協
定
内

容
の
賃
金
規
定
に
は
設
計
労
務
単

価
を
取
り
入
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

各
支
部
で
進
め
る
住
宅
デ
ー
や

地
域
イ
ベ
ン
ト
に
建
設
従
事
者
と

し
て
の
技
術
・
技
能
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
企
画
や
消
防
署
、
自
治
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
の
連
携

を
進
め
、
地
域
に
建
設
労
働
組
合

と
し
て
の
社
会
貢
献
活
動
を
広
げ

て
き
ま
し
た
。

岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
で
の
応

急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
へ
の
労
働

者
供
給
の
取
り
組
み

全
国
木
造
事
業
協
会
が
取
り
組

む
岡
山
県
で
の
2
現
場
の
建
設
が

確
定
し
、
東
京
都
連
を
通
じ
て
大

工
職
の
労
働
者
供
給
を
行
な
い
ま

し
た
。
8
月
23
日
か
ら
9
月
15
日

ま
で
倉
敷
市
岡
田
仮
設
団
地
現
場

に
従
事
し
ま
し
た
。
東
京
都
連
は

12
人
（
う
ち
東
京
土
建
は
3
人
）

が
従
事
し
ま
し
た
。

大
阪
北
部
地
震
被
害
を
教
訓
に

自
治
体
や
地
域
諸
団
体
と
連
携
し

た
ま
ち
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
活
動

〇
豊
島
支
部

昨
年
7
月
、
豊
島
区
か
ら
の
要

請
を
う
け
、
小
学
校
通
学
路
の
個

人
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
36
件
を
点

検
し
、
そ
の
後
結
果
報
告
を
兼
ね

た
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
区
内
の
私
立
保
育
所
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
点
検
の
委
託
事
業
を
受
注
し

点
検
報
告
を
終
え
ま
し
た
。今
後
、

区
の
改
修
事
業
の
相
談
に
も
対
応

す
る
予
定
で
す
。

〇
板
橋
支
部

板
橋
区
内
の
危
険
度
の
高
い
地

域
の
小
学
校
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
中
心
に
し
た
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

活
動
に
取
り
組
み
、
空
き
家
に
つ

い
て
も
点
検
し
ま
し
た
。
区
で
設

置
し
た
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
と
消
火

栓
を
4
〜
5
人
の
グ
ル
ー
プ
で
チ

ェ
ッ
ク
、
写
真
を
撮
っ
て
区
に
報

告
し
、
補
助
金
を
要
請
。
補
正
予

算
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検
・
改
修
に

補
助
金
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

〇
日
野
支
部

昨
年
7
月
に
大
阪
を
視
察
し
取

り
組
み
を
計
画
、
日
野
市
庶
務
課

学
校
課
に
伝
え
ま
し
た
。
子
育
て

世
代
組
合
員
と
小
学
校
の
通
学
路

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
行
動
を
実
施
。
日

野
市
で
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
、

日
野
市
都
市
計
画
課
か
ら
の
要
請

に
よ
り
、
組
合
内
事
業
者
を
対
象

に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
・
改
良

助
成
制
度
説
明
会
を
25
人
の
参
加

で
開
催
し
ま
し
た
。

〇
西
東
京
支
部

昨
年
7
月
の
大
阪
視
察
に
続
き

8
月
、
市
議
会
各
会
派
、
市
職
労

と
協
力
し
、
地
域
の
小
学
校
通
学

路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
新
し
い
会
派

や
市
の
職
員
組
合
幹
部
と
協
力
し

た
点
検
と
な
り
ま
し
た
。

第
70
回
大

会
の
な
か

で
、
東
京
土

建
職
域
対
策

部
の
運
動
の

基
調
と
し

て
、
地
域
活

動
を
職
域
防
衛
と
し
て
重
点
化

し
、
「
地
域
に
お
け
る
東
京
土
建

や
建
設
技
術
技
能
者
の
社
会
的
役

割
、
地
域
貢
献
を
発
揮
し
て
信
頼

関
係
を
構
築
し
、
ま
ち
で
活
躍
す

る
建
設
業
者
や
技
能
者
の
存
在
意

義
を
広
げ
る
」
と
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
社
会
の
要
請
に
応
え

る
地
域
貢
献
活
動
と
位
置
付
け
、

災
害
対
策
を
進
め
ま
す
。

〇
ま
ち
の
点
検
活
動
と
し
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
活
動
の
よ
う
に

自
治
体
や
地
域
諸
団
体
と
共
同

し
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
つ
な
が

る
防
災
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

〇
全
支
部
に
ま
ち
の
救
助
隊
を
ひ

ろ
げ
、
全
都
に
災
害
時
協
定
の
締

結
を
広
げ
る
取
り
組
み

〇
ま
ち
の
救
助
隊
の
自
宅
を
中
心

に
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り

付
け
を
す
す
め
て
、
災
害
に
備
え

ま
す
。

岡山豪雨の被災現場

宮
城
県
で
は
1
9
7
8
年
、

宮
城
県
沖
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀

や
石
塀
、
門
柱
の
倒
壊
に
よ
る

死
者
18
人
（
全
体
死
者
28
人
）

の
経
験
か
ら
、
2
0
0
2
年
か

ら
毎
年
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
点
検
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
数
は
、
県
内
で
5
3
6
カ
所

あ
っ
た
も
の
が
2
0
1
7
年
で

は
88
カ
所
（
仙
台
市
を
除
く
）

ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

地
域
建
設
関
係
団
体
と
自
治

体
が
共
同
し
、
定
期
的
な
点
検

活
動
と
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

公
表
し
つ
つ
、
所
有
者
に
粘
り

強
く
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
で
は
、

倒
壊
に
よ
る
死
者
は
確
認
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

西東京支部の点検活動

３５
自
治
体
と
協
定
締
結

東
京
土
建
の
災
害
対
策
活
動

昨
年
の
活
動
の
特
徴

進
む
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

地域貢献活動を重点
技能者の存在意義広げる

我
が
家
の
防
災
対
策

我
が
家
の
防
災
対
策

髙
野
家
は
愛
猫
優
先


